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m が素数のとき、m と nは互いに素であるから、 nm C はm で割り切れる。 

mCC mmm  11 であることから、 mdm  が示された。(証明終) 

 

(2) 

1k のとき 0 kk m であるから、 md で割り切れ、成立。 

nk  のとき nnm  は md で割り切れると仮定する。 
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仮定により、 nnm  は md で割り切れる。また、二項係数 121 ,,, mmmm CCC  はすべて md で割り切れる。 

したがって、 )1()1(  nn m は md で割り切れるから、 1 nk でも成立。 

以上により示された。(証明終) 
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(2)より、任意の自然数 k について、 kk m  は md で割り切れる。 

一方、 )1()1(  kk m は md で割り切れる。二項係数 121 ,,, mmmm CCC  はすべて md で割り切れるから、 
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nm kC は md で割り切れる。 kk m  が md で割り切れるには、2が md で割り切れる必要がある。 

 

したがって、 md は 2の正の約数であるから、1か 2に限られる。(証明終) 


